




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































inleitung in die Philosophie (W
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eidegger, Sein und Zeit,T
übingen:M
ax N
iem
eyer,19 
A
ufl., 2006
 
以
下、
﹃
存
在
と
時
間
﹄
か
ら
の
引
用
は
SZ
と
略
記
し
た
後
に
ペ
ー
ジ
数
を
示す。
︵
2︶ い
や、
あ
え
て
語
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。
五
十
嵐︵
二
〇
一
〇
︶
の
指
摘
す
る
よ
う
に﹁
そ
れ︵
本
来
性
︶
を﹁
何
で
あ
る
﹂
と
規
定
し
た
瞬
間
に、
ま
た
再
び
私
は
こ
の
世
界
の
記
号
の
息
苦
し
い
閉
塞
の
中
に
戻
っ
て
し
ま
う
﹂︵
一
一
九
頁
︶
可
能
性
を
懸
念
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る。
︵
五
十
嵐
沙
千
子︵
二
〇
一
〇
︶﹁
博
物
館
の
椅
子
︱
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る﹁
歴
史
14
性
﹂
︱﹂
筑
波
大
学
 哲
学・
思
想
専
攻
編﹃
哲
学・
思
想
論
集
﹄
第
三
五
号
  
一一一︱一二一頁︶
︵
3︶ G
A
＝
M
artin
 H
eid
eg
g
er, G
esam
tau
sg
ab
e, F
ran
k
fu
rt an 
M
ain:K
losterm
ann
　
 
以下、
ハイデガー全集からの引用は
G
A
と略記し、
巻数とページ数
を示す。
︵
4︶ ﹁
日
常
性
は、
現
存
在
を、
配
慮
的
に
気
遣
わ
れ
る
と
こ
ろ
の、
言
い
か
え
れ
ば、
管
理
さ
れ
た
り、
算
定
さ
れ
た
り
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
道
具
的
存
在
者
な
の
だ
と、
解
す
る
﹂︵
SZ 289 ︶
の
で
あ
り、
現
存
在
は
日
常
的
に
お
の
れの﹁世界﹂における代替可能な役割を引き受けている。
︵
5︶ 例
え
ば
ド
レ
イ
フ
ァ
ス︵
一
九
九
一
︶
は、
単
独
化
さ
れ
た
現
存
在
に
つ
い
て﹁不安にしがみついて離れないあまり、
まったく世界を欠いたま
ま
で
何
も
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
在
り
方
﹂︵
一
九
四
頁
︶
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る。
︵
D
reyfus,H
ubert L.:B
eing-in-
the-W
orld: A
 C
om
m
entary on H
eidegger ’s B
eing and T
im
e, D
ivision 
Ⅰ , M
IT
 Press,1991. 門
脇
俊
介
監
訳
／
榊
原
哲
也・
森
一
郎・
貫
成
人・
轟
孝
夫
訳︵
二
〇
〇
〇
︶﹃
世
界
内
存
在
︱﹁
存
在
と
時
間
﹂
に
お
け
る
日
常
性の解釈学﹄産業図書︶
︵
6︶ 渡
邊
二
郎︵
二
〇
一
一
︶﹃
渡
邊
二
郎
著
作
集
 第
三
巻
 ハ
イ
デ
ガ
ー
Ⅲ
﹄
筑
摩書房、一三九頁
︵
7︶ ﹁
気
遣
い
Sorge
は、
配
慮
的
気
遣
い、
顧
慮
的
な
気
遣
い
と
し
て、
現
存
在
の
存
在
を
き
わ
め
て
根
源
的
に
ま
た
全
体
的
に
包
括
し
て
い
る
﹂︵
SZ 300 ︶
の
で
あ
り、
死
へ
の
先
駆
的
決
意
性
に
お
い
て
も
そ
れ
は
保
持
さ
れ
て
い
る。
す
な
わ
ち、
﹁
決
意
性
は、
気
違
い
の
う
ち
で
気
遣
わ
れ、
気
遣
い
と
し
て
可
能
で
あ
る
よ
う
な、
こ
の
気
遣
い
自
身
の
本
来
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
﹂︵
SZ 
301 ︶。
︵
8︶
頽
落
と
い
う
こ
の
名
称
は、
な
ん
ら
否
定
的
な
評
価
を
言
い
あ
ら
わ
す
の
で
はなく、
現存在がさしあ
たってたいていは配慮 に気遣われた﹁世
界
﹂
の
も
と
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と、
こ
の
こ
と
を
意
味
す
べ
き
で
ある。
︵
SZ 175 ︶
︵
9︶ 渡邊︵二〇一一︶
 前掲書、一四八頁
︵
10︶ 同書、二三七頁
︵
11︶ 例
え
ば﹁
現
存
在
は
不
安
に
お
い
て、
お
の
れ
の
実
存
の
可
能
的
な
不
可
能
性︵死︶という無に直面している﹂
︵
SZ 266 ︶という表現。
︵
12︶ ﹃
存
在
と
時
間
﹄
に
お
け
る
不
安
と﹁
形
而
上
学
と
は
何
か
﹂︵
一
九
二
九
年
講
義
︶
に
お
け
る
不
安
に
つ
い
て
は、
そ
の
果
た
す
機
能
的
性
格
が
違
う
と
指
摘
す
る
論
者
も
い
る。
例
え
ば
木
村︵
二
〇
一
五
︶
は、
﹁
死
へ
の
先
駆
と
無
へ
の
超
越
と
を
容
易
に
同
一
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
﹂︵
二
〇
四
頁
︶
と
主
張し、
両者を区別している。
︵木村史人︵二〇一五︶
﹃﹁存在の問い
の
行
方
 ﹃
存
在
と
時
間
﹄
は、
な
ぜ
挫
折
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
﹄
北
樹
出版︶
︵
13︶ 嶺秀樹
︵一九九一︶
﹃存在と無のはざまで
：
ハイデッガーと形而上学﹄
ミネルヴァ書房
 一〇五頁
︵
14︶ 上
田︵
一
九
九
九
︶ 五
三
︱
六
三
頁、
木
村︵
二
〇
一
五
︶ 三
三
九
︱
三
四
一
頁、中川︵二〇一八︶
 二三五︱二四一頁を参照。
︵
15︶ た
し
か
に
現
存
在
は
日
常
的
に
は
世
人
と
し
て
非
本
来
性
の
様
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
が、
可
能
性
と
し
て
の
本
来
性
は
つ
ね
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い。
﹁
自
己
存
在
の
本
来
性
は、
実
存
的
に
は
た
し
か
に
頽
落
に
お
い
て
閉
鎖
さ
れ
押
し
の
け
ら
れ
て
は
い
る
が、
し
か
し
こ
の
閉
鎖
性
は
開
示
性
の
欠
性
態
に
す
ぎ
な
い。
こ
の
欠
性
態
は
現
存
在
の
逃
避
が
自
己
自
身
に
直
面
し
て
の
そ
こ
か
ら
の
逃
避
で
あ
る
と
い
う
点
で
現
象
的
に
あ
ら
わ
に
な
る。
﹂
︵
SZ 184 ︶
︵まつしま・こうき
　
筑波大学大学院一貫制博士課程
　　　
人文社会科学研究科哲学・思想専攻︶
